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今の思い、感想等

を聞いてみました。 

松尾 南帆さん 

松尾：至らない所も多くあったと思い

ますが、優しく声をかけて頂いたり、

時には一緒に活動する機会も頂き、皆

さんのお力添えのお蔭で２年間活動す

ることができました。そして大鹿村の

事がもっと好きになりました。あっと

いう間に２年間が過ぎ、とても楽しく

素敵な経験でした。ありがとうござい

前澤：私を選んで下さった事、２年

間貴重な体験をさせて頂いた事、本

当に村民の皆さんには感謝でいっぱ

いです。２年間大鹿村に携われた事、

とても幸せでした。村民の皆さん、

大鹿村役場の皆さん、応援してくれ

たおじいちゃんとおばあちゃん、２

年間ありがとうございました。 

前澤 里花乃さん 

「裏面もご覧ください」 



工 事 情 報                                                                                                                              
平成28年度天竜川水系塩川床固工群工事 

                 勤務先 ： ふじ食堂 

                 役 職 ： 女将     

 ふじ食堂（ジビエの食べられるお店）は大鹿村鹿塩の商業

施設、塩の里内にあります。元は鹿塩郵便局の前に昭和45年

に開業し、17年前に塩の里へ移転しました。女将は大鹿村在

住歴50年。とても明るく、楽しい接客で開業当初から旦那様

と「ふじ」ののれんを47年間守り続け、お客様に美味しい料理

を提供しています。女将は厨房からホールまですべてをたんた

んとこなします。私が初めてご飯を食べに行ったのは5年ほど

前の冬ですが「寒くて外の仕事はたいへんだ」と声を掛けてく

れ、熱々のお茶を出してくれたのを今でも覚えています。頭

に手ぬぐいをかぶって 

割烹着をきていると、日本の 

おふくろ的存在に見えるので 

食事中も落ち着きます。 

 小沢 美知子（ozawa mitiko)さん  

女将おすすめジビエメニュー「鹿の焼肉定食」

（付け合せの豆腐は大鹿産大豆仕様のお隣の

 女将にジビエについて質問したところ、百聞は一見に如かずということで、猟友

会の方を紹介してくれたので猟に同行させてもらえるようになりました。（下記事） 

周辺イメージイラスト 

平成27年度天竜川水系塩川
床固工群工事 

平成28年度天竜川水系塩川橋PC上部工事 

護岸を新しくして、新しいしおかわ

橋の橋台を作っています。現在、

川の西は完成しておりますので、

今後は、東側を中心に工事をして

3月に工事完了予定です。 

護岸を新しくする工事を開始したところです。塩

の里の後ろ側になるので、お立ち寄りの際は

現場をのぞいてみてください。景観や地域性に

配慮した護岸を施工中です。 

新設の橋を現場打ちします。ピアノ線で引っ張るPC

工法です。現場の看板にPC工法説明を設置します

ので興味のある方は見に来てください。3月ごろ着手

予定です。 

 ふじ食堂の小沢さんに紹介してもらい有害鳥獣駆除の集合場所に行くと「狩猟体験in大鹿村」と題して飯田下伊那地区の比

較的経験年数の浅い猟師さんの方々も集合していました。まず、班長が体験に来た方たちを地元のベテランとグループにして、

獲物を追い込む役（せこ）、射止め役（たつま）など役割分担を決め、猟犬を含め全員が一丸となり駆除がスタートしました。犬

が鹿を追い出し数匹射止めました。射止められた命を少しでもムダにしないように、適正な流通ルートに乗せて精肉や燻製、

ハム等にして消費者に届くようにしたものが現代日本におけるジビエだということがわかりました。貴重な体験をさせていただ

いた猟師さん、小沢さんありがとうございました。 

雄鹿で推定5歳 

大切な命をいただく瞬間 

北村班長 

猟師さんに猟に連れて行ってもらいました。 

平成28年度天竜川水系塩川
第2堰堤付替道路工事 

上流域の沢井地区では堰堤を

施工するため道路付替え工事が

行われています。 
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